ひゃくしょう 

貧乏な 百姓の 夫婦が いました。 二人 は 子どもが た 

くさん あって、 苦しい ところへ、 また 一人、 男の子が 

生れました。 

うち 

けれども、 そんな ふうに 家が ひどく 貧乏 だものです 

S つ けお や 

から、 人が いやがって、 だれも その子の 名附 親に なつ 

て くれる ものが ありませんでした。 

夫婦 はどうし たらい いかと、 こまって いました。 す 

ある こじき 

ると、 或 朝、 一人の よぼよぼの 乞食の じいさんが、 も 

の を もらいに 来ました。 夫婦 は、 かわい そうだと 思つ 



くき 

そろえて 釘に かけて ありました。 

ウイ リイ は、 さっそく、 その 服 を 着て 見ました。 そ 

うする と、 まるで、 じぶんの 寸法 を 取って こしらえた 

ように、 きっちり 合いました。 それから、 馬に 乗って 

あぶみ へ 両足 を かけて 見ます と、 それ もちやん と、 じ 

あ ) 

ぶんの 脚の 長さに 合つ て います。 

ウイ リイ は、 そのまま 世の中に 出て、 運 だめし をし 

て 来たくな りました。 それです ぐに 双 親に そのこと を 

話して、 いさんで 出て いきました。 

二 



いました。 馬 は やっぱり、 

「およしなさい、 およしな さいご と 言いました。 

「私の いう こと をお 聞きなさい。 悪い こと は 言い ませ 

んご 

こう 言って しきりに とめ ましたが、 ウイ リイ は ほし 

くて- (^たまらない ものです から、 馬の いう こと を 聞 

かないで、 とうとう 飛び下りて ひろいました。 すると 

その 一本 だけでなく、 ついでに 前の もみん な ひろって 

いきた くな りました。 ウイ リイ は わざわざ 後 もどり を 

して、 三本と もす つかり ひろいました。 

その 羽根 はほんと うに 不思議な 羽根でした。 一 



本々々 見る と、 みんな 同じように 金色に 光って いるの 

です が、 三本 一し よに ならべる と、 女の 顔 を 画いた 一 

まいの 画になる のでした。 それ こそ、 この 世界中で 

一ばん 美しい 女で はない かと 思われる ような、 何とも 

えすがた 

いえない、 きれいな 女の 画 姿です。 ウイ リイ はび つく 

りして、 その 顔 を 見つめました。 

ウイ リイ はやつ と、 その 羽根 を ポケットに しまって、 

また 馬 を 走らせました。 そして どこまでも どんどん か 

ある 

けて いきます と、 しまいに 或 大きな お 城の 前へ 来 まし 

た。 馬 は、 

「これが 王 さまのお 城です。 ここへ はいって 家 # にし 



てお もらいな さいごと 言いました。 ウイ リイ は、 すぐ 

に、 王 さまのう まやの 頭のと ころへ いって、 

「どうか 私 を 使って 下さいません かごと たのみました _ 

「ただ 私の 馬の かいば さえいた だき ませば、 給料 なぞ 

くだ 

は 下さらな くと もた くさんで すご と 言いました。 そ 

まて 、- 

して 馬丁に やと つ て もらいました。 

ウイ リイ はう まや 頭からお そわって、 ていねいに 

王 さまのお 馬の 世話 をし ました。 じぶんの 馬 も 大事に 

しました。 そして、 しばらくの 間な にご ともなく、 暮 

していました。 

うまや 

ウイ リイ は 廐の そばに、 部 垦 を もらって いました。 



夕方 仕事が すみます と、 ウイ リイ は その 部屋へ かえつ 

て、 いつも 窓 を びっしり しめて、 例の 三本の 羽根 をと 

り 出しました。 羽根 は、 お 日 さまの ように、 きらきら 

光る ので、 部屋の 中が 昼の ように 明るくな りました。 

ウイ リイ は、 その 部屋の 中の 美しい 女の人の 顔 を、 

毎晚 紙へ 画き 取りました。 しかし なかなか 思うよう に 

上手に かけなくて、 たんびに いく 枚 も/ \ かき 直し ま 

した。 

一たい 厩の 建物で は、 夜 もけ つして 灯 をつ けない 

ように、 きびしく さし 止めて ありました。 それで、 ゥ 

ィ リイ はいつ でも 窓 を かたく しめてお くので したが、 



らご と 馬が 言いました。 

「第一、 その 王女 はま だ 生きて おいでになる のだろう 

ゝ o _ 

力 」 

「御 心配に は 及びません。 私が ちゃんと よくして 上げ 

ましょう ご と 馬が 言いました。 

「王女 は 全く 世界中で 一 ばん 美しい 人に そうい ありま 

せん。 今でも ちゃんと 生きて おかで になります。 けれ 

ども 世界の 一 ばん はての 遠い ところに おいでにな るの 

です。 そこまで いくに は 第一に 大きな 船が いります。 

それ も、 すっかり マホガ ニイの 木で こしらえて、 銅の 

くぎ 

釘で 打ちつ けて、 銅の 板で くるんだ、 丈夫な 船で ない 



を 一 一 つず つ はこぶ 車が 百 だい、 その 車 を 引っぱる 革 綱 

も 二百 本い ります。 それから 水夫 を 二百 人 集めて おも 

らいな さいご と 言いました。 

ウイ リイ は それ をす つかり ととのえて もらって、 船 

へつ みこみました。 二百 人の 水夫 も 乗り こみました。 

馬 は、 

.T .1 こ ノ 

「もうこれ でい いから、 しまいに 大麦 を 一俵 私に 下 

さい。 そして この 手綱 を ゆるめて おいて、 すぐに 船へ 

お乗りな さいご と 言いました。 

ウイ リイ は 馬の いうと おりに して、 船へ 乗りました- 

そして 今にも 3 一 干 を はなれようと してい ますと、 馬 は、 



ました。 

魚た ち は、 思わぬ き 馳走 を もらった ので、 大 よろこ 

びで、 みんなで 寄って 来て、 おいしい/ \ と 言って 食 

ベました。 鯨 もす つかり 出て 来て、 樽 を 一 つず つ ひ 

ろって、 それ をまリ にして、 大 よろこびで 遊びました。 

船 は、 それから、 どん/ \ どん/ \ どこまでも 走つ 

て、 しまいに 世界の はての 陸地へ つきました。 

ウイ リイ は 船から 上る と、 百 だいの 車へ、 百 樽の 肉 

まん 

と パンと をつ ませて、 二百 本の 革 綱 をつ けて それ を 二 

百 人の 水夫に、 二人ず つで 引かせて 進んで いきました。 

おおかみ くま 

すると、 向う の 方で、 大ぜ いの 狼 と大ぜ いの 熊と 



「肉 を どつ さり やりましたら、 とおして くれました ご 

と ウイ リイ は 答えました。 

「それで は 私の 大男の いると ころ はどうして とおりぬ 

けたので すご と 王女 は 聞きました。 

r パ ンをど つ さり やりました ご 

「毒蛇と 竜の 前 は？」 

「みんなが 寝て いると きに とおりました ご 

「あなた は 一 たい 何のた めに ここへ 来たので すご 

「じつは 私 の 王 さまが、 ぜひ あなた を 王妃に したい 

と 仰 いますので、 はるばるお 迎ぃ にまい りました の 

です。 どうか 私と 一 しょに いらつ して 下さい まし ご 



きのう 

王女 は、 それから、 ウイ リイ をもう 一度 昨日の 広間 

へ つれて 行って、 一し よに 御馳走 を 食べました。 ウイ 

リイ は 犬から 言われて いると おり を 守って、 今度 は 一 

ばんし まいのお 皿 だけし か 食べませんでした。 

王女 は、 しまいに また 昨日の ように、 寝室の 寝台の 

どれ かへ おやすみなさいと すすめ ましたが、 ウイ リイ 

は、 やはり それ を ことわって、 犬と 一し よに 門の そば 

へ 寝ました。 

その あくる 朝、 ウイ リイ は、 

きょ-つ 

「今日は どうか 一し よに 立って 下さい まし ご と 王女 

に 言いました。 王女 は、 



しまって、 うまやへ 帰って 自分の 小さな 馬に 言い まし 

た。 

「あの 大きな お 城が どうして ここまで 持って来られよ 

う。 私 はもう い つ そ 殺して もらった 方が まし だと 思う- 

それに、 あんな 年取った 王 さまが、 あの 若い 美しい 王 

女 をお 嫁に しょうと なさる の だから、 王女が おいた わ 

しくて たまらない。 殺されて しまえば そういう こと も 

さ 、- わ 、， 

見ないです むから、 ちょうど 幸 だ ご 

こう 言って、 しょんぼりして いました。 馬 は それ を 

聞いて、 

「これ は あなたが あの 一 一番 目の 羽根 を 拾った ばちです _ 



ら 光って いました。 

大男 は、 みんなで そのお 城 を かついで、 ぞうさ もな 

く 海ば たまで 持って来ました。 そうすると、 そこへ 鯨 

がみん なで 出て 来て、 それ を 背中への せて、 向う の 港 

まで はこんで いって、 王 さまの 御殿の そばへ おし 上げ 

ました。 王 さま は、 もうこれ で 御 婚礼が 出来る と 思つ 

てお 喜びに なりました。 そうすると 王女 は、 

「せっかくお 城が まいり ましたが、 部屋の 戸が みんな 

しまって いますから 何の 役に も 立ちません。 その 鍵 は 

私が こちらへ まいります 途中で なくして しまいました _ 

あの 部屋が 開かない うち は 御 婚礼 をす る わけに はまい 



ウイ リイ は 間もなく 馬に 乗って 大急ぎで 出て いきまし 

た。 そのと き 窓のと ころに 立って 見て いた 王女 は、 

「そのたす け 手が ついていれば、 きっと 見附 かりま 

すご と ウイ リイに 言いました。 ウイ リイ は 山 や 谷 を 

いくつ も/ \ 越して、 しまいに、 遠くの 知らない 国の、 

ある 

或 大きな 森へ 来ました。 

おろ 

馬 は その 森の 中の 大きな 木の 下へ ウイ リイ を 下し ま 

からす 

した。 その 木の 上に は 烏が 巣 をつ くって いました。 

や *ぃ らす 

馬 は ウイ リイに、 親 烏が 立って 出る まで 待って いて、 

る す のぼ 

その 留守に 木へ 上って、 巣に いる 子 烏 を ーぴき 殺して、 

命の 水 を 入れる びん を、 そっと 巣の 中に 入れて おくよ 



さいごと、 馬 はくり かえして たのみました。 ウイ リイ 

は 仕方なし に、 剣 をぬ いて、 馬の 首を切り 落しました _ 

そして その 首 をし つぼの そばに おいて、 三 べんお 祈り 

をし ますと、 今まで 馬の 死骸 だと 思った のが、 ふいに 

けだか あにい 

気高い 若い 王子に なりました。 それ は 王女のお 兄 さ 

までした。 王子 は 今まで 魔法に かかって、 永い 間 馬 

になって いたのでした。 

二人 は大 よろこび をして、 たがいに 手 を 取って 御殿 

へ はいりました。 王女の よろこび も、 たとえよ うがな 

いほ どでした。 

めでたい、 御 婚礼のお 祝い は、 にぎやかに 二週間つ 
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